
（別紙４）

～ 令和8年　1月　31日

（対象者数） 28 （回答者数） 21

～ 令和8年　1月　31日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

～ 令和8年　1月　31日

（対象数） 28 （回答数） 27

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後も情報共有・話し合いを行い、一人一人に合った支援に

繋げていく。

2

今後も園・学校とも情報を共有し、より良い支援に繋げてい

く。

3

研修で得た専門知識を職員同士で共有し、よりお子さまに

あった支援ができるように努めていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

スタッフの補充を検討する。

2

3

作業療法士、公認心理師、看護職員など多職種で連携しながら

支援を提供している。

情報共有を密に行い、意見を出し合っている。

医療機関との連携がスムーズである。 訪問後、同法人内の医療と連携し、会議を行い、どのような支

援が良いのか検討・実施している。

外部研修へ積極的に参加している。 外部研修の情報があった時には共有し、参加できる時には参加

している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

訪問員が少ないため、希望通りに訪問できないことがあるかも

しれない。

利用希望者が増えている。

令和7年　12月　18日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年　2月　9日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和7年　12月　18日

○事業所名 保育所等訪問支援　はっぴードルフィン

○保護者評価実施期間 令和7年　12月　26日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


